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「颶風」 とは、台風 な どの暴風 のこ とであ る。 『颶
風新話』 は暴風 に関す る知識 とそれに対応す るため
の航海術 を述 べ た書 物 で ある。 本書 は オ ランダ人
S.vanDeldenがオラ ンダ語 に翻訳 した 『Gesprekken
overorkanen』一 そ の 原 書 は イ ギ リ ス 人Henry
Piddingtonの著書 一 を原 書 と して、 日本 の越 前 国
大野藩 の洋学者であった伊藤慎蔵が 日本語 に重訳 し
た ものであ る。
本 学総 合 図書 館 郷土 資料 室 所 蔵 の 「颶風新 話』
(HO23-ITO-1・2)は半紙本の版本 である。2巻2冊 。




裂 を付 した瀟 洒な装丁 である。
内題 は「颶風新話」。第1冊 巻頭 に「颶風新話序」(安
政4年5月 、杉 田成卿)、「颶風新話序 」(安政3年
11月、緒方洪庵)の2篇 の序文 を置 き、その後 に 「颶
風 新話凡例 」(伊藤慎蔵)、「颶風新話 目録 」 を収 め




版心は白口単黒魚尾に 「颶風新話/第 一回(回 数)
一(丁 数)/槌 鈍軒蔵」。上巻88丁、下巻94丁。
下巻末尾に 「颶風新話践」(安政4年5月 、内山良隆)




本書第1冊 第1丁 の扉(洋 書のTitle-pageに相当
する)は薄紅色の紙で、四周双辺の枠内に 「緒方章
公裁閲 ・伊藤慎君独訳 全部二冊/颶風 新話 図並














が付録 されてお り(写真参照)、上巻表紙見返 しの
小袋に収納されている。こうした付録品が揃ってい
ることも書痴には嬉 しい。
本書は扉 と版心に 「槌鈍軒蔵」 とあるので、その
版元は訳者である伊藤慎蔵の伊藤家であったことが
知 られる。槌鈍軒は慎蔵の号である。『颶風新話』

























されてお り、それは 『大野藩等旧蔵図書 目録』(昭
和55年)と して報告 されている。
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